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【目的】 
頭皮および顔面血管肉腫はまれな予後不良の悪性新生物である。標準的な治療法は確
立されていない。本研究では、放射線療法の最適化の寄与となるべく、当院における
根治的放射線治療の遡及的研究を行った。 
【対象】 
1999 年 1 月-2011 年 7 月に根治的放射線治療を行った頭皮および顔面血管肉腫患者
17 例(男 12 例、女 5 例)。年齢は 52-88 歳(中央値 73 歳)であった。17 例中 3 例に頸
部リンパ節転移を認めた。残り 14 例に転移は認めなかった。 
【方法】 
皮膚病変に対して 6-12MeV 電子線を用いて 1 回線量 2-2.5Gy、総線量 70Gy で照射
を行った。10 例が拡大局所、7 例が全頭皮に対して照射を行った。頸部リンパ節転移
に対しては 6MV の X 線を用いて 1 回線量 2Gy、総線量 60-70Gy で照射を行った。
併用療法として、ドセタキセルのみ、組み換え IL-2 のみ、両方が 10、4、2 例であっ
た。3 例に放射線治療に先行して限局的な手術を行っている。 
【結果】 
全症例で放射線治療を完遂した。追跡期間は照射開始日から 11-67 ヶ月(中央値 18 ヶ
月)であった。奏効率は 82%(CR9 例、PR5 例)であった。全生存期間の中央値は 26
ヶ月であった。局所領域再発、遠隔転移、局所領域再発と遠隔転移はそれぞれ 4、5、
4 例で生じた。ドセタキセルを併用した患者では有意に良好な生存率 (p=0.0477)と無
遠隔率(p=0.0063)を示した。統計学的有意差はないが照射野内制御率(p=0.1645)も良
好であり、2 年照射野内制御率は 67%であった。急性期放射線皮膚炎は全例で生じ、
CTCAE (version4)グレードはそれぞれ、1 が 6 例、2 が 9 例、3 が 1 例であり、全例
保存的治療で回復した。グレード 3 の血液毒性が 2 例で生じたが、化学療法の休止で
回復した。その他の副作用は認めなかった。 
【結論】 
ドセタキセルを使用した化学療法併用の根治的放射線治療は頭皮もしくは顔面血管
肉腫に対する効果的な治療法である。 
 
 
